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は じ め に

我が国 の ウ リ 科野菜栽培 で， し ば し ば連作障害が問題

と な る 。 特 に ， 土壌病原菌 に起因す る 土壌病害 は産地の

生産安定 にと っ て 最大の阻 害要 因と な っ て い る 。 防除対

策と し て ， 土壌消毒や 抵抗 性品種の利用 な どがあ り ， 現

在 最 も主 流 と な っ て い る の は， 抵抗 性台 木 の利 用 で あ

る 。 本 法 は フ ザ リ ウ ム菌 によ るつ る割 病 に 対 し て 有効

で， ス イ カ で は す で に 広範囲 に 導入 さ れて い る 。

近ギ， ス イ カ の収穫 間際 に株全体が急激 に 萎凋枯 死す

る 急性萎凋症 が全国的 に 多発傾向を 示 し ， 関与 し て い る

病害 は， Monosþorascus cannonballus P OLLACK & UECKER 

によ る ユ ウガオおよ び ト ウガン台 の黒 点 根腐 病 (植松

ら ， 1992; 清 水 ら ， 1999) お よ びP homopsis scler

otioides van KERSTEREN によ るホ モ プシ ス 根腐 病 (小林

ら， 1992) な どが報告さ れて い る 。

こ れ ら の病害 は収穫を 迎え る時 期 に 地上部が萎凋症 状

を 呈 し ， 黒点、 根腐 病 は根部 に黒色 の子の う 殻 が観察 さ れ

る 。 ま た ， ホ モ プシ ス 根腐 病 は根部 の細根が脱落 し ， 主

根が褐変， 地際 部の茎 が水浸状 に腐敗 す る の が特徴であ

る 。

長野県 に お い て ， こ れ ら 病害の発生実態を 調査 し た 際

に 上記 の病 徴 と は 明 ら か に異 な る 病害 の 発生を 確認 し

た 。 病 原の分離 と 同定を 行 う と と も に ， 接種試験 に よ り

同病害の原因 につ い て検討 し た 結果， 日 本国 内 に お け る

ウ リ 科作物で は 未報告の新病害「 炭腐 病j であ る こ と が

明 ら か に な っ た 。 そ こ で本稿で は ， 病原菌 の同定や 病徴

な どを 中心に紹介 し た い。

I 発生時期 と 被害

長野県で は， ス イ カ の 中規模 産地を 形成 し ， 春か ら 秋

に か け て ス イ カ が連作さ れ， 7 月 か ら 9 月 に 収穫が行わ

れ る 。 品種 は‘縞王' が主 体で， 台 木 は主 に ト ウガ ン やユ

ウガオ が利用さ れて い る 。 発生 は主 に梅雨 明 け以降の真

Charcoal Rot of Wat巴rmelon newly found in  ]apan caused by 

MacroPhominaρhaseolina. By Masashi F UJINAGA and To-

kiya SHIMIZU 
(キーワード:スイ カ， 炭腐病， 新病害Macroρhomina

p初seoli:即)

ふU
長野県野菜花 き 試験場 藤

し
長野県病害虫防除所 清

ザ
氷
一円
水

し
史
ゃ

哉

日
真
同
時

夏日 が続 く 8 月 上旬 か ら 認 め ら れ， 収穫 2 週間前頃か ら

地上部が急激 に 萎凋 し ， の ち に葉 が黄化 し枯 死 に 至 る典

型的な急性萎凋症 の発生が問題と な っ た 。 萎凋症 状が認

め ら れた 86 圃場中 70 圃場が黒 点根腐 病 によ る こと が確

認さ れた。 し か し ， 残 り の 16 圃場 につ い て は ， 被害株

に黒点根腐 病の典 型的な標徴で あ る 子の う 殻 の形成 は認

め ら れず， 地際、部が縦 に裂聞 し た り ， 時 に 重症 株 は根部

が黒変腐敗 し 根 の 表 皮肉 に 多 数 の 微小菌核 が観察さ れ

た。 地上部病徴 は黒 点根腐 病と 同様 に収穫 間際 に 萎凋症

状と し て 現れ， 被害の甚 だ し い株 は 萎凋 か ら枯 死 に 至 る

( 口 絵参照) 。 発病株 の 根部 は 表面 が 黒 炭色 に 変色 す る

( 口絵参照) 。 こ の変色 し た 部位 の 表皮を 剥 がすと ， 直径

が O . l mm 程度 で黒色 の微小菌核 が多数形成 さ れて い る

の が観察さ れ る 。 こ れ は黒点根腐 病菌 の子 の う 殻 (直径

0. 3�0 . 5  mm) と 比較 し て ， 極 め て 小さ い 。 本病 は 地上

部の病 徴の み で黒点根腐 病や他の要 因 に よ る 急性萎凋症

状 と の 区別 は 困難であ る が， 発病株の 根部表皮下 に微小

菌核 の形成の有無を 観察す る こと で本病と 確認で き る 。

本病 は土壌病害 の た め 病徴が全身的 に 現れ る 。 ま た ，

ス イ カ で は収穫 直前 に 株全体が萎凋 し枯 死 に 至 る ほ ど の

致命的 な病徴を 示 し ， 多 く が出荷不能 と な る 。 収穫 間際

に な っ て か ら 被害が現れ る た め， そ れ ま で に投入 さ れた

栽培労力や 経費 が水の泡と な る た め ， 生産者 に与え る ダ

メ ー ジ は， は か り 知れ な い ほ ど大 き い 。

E 病 原 菌

1 病原菌の分離および形態観察

50 ppm ク ロ ラ ム フ ェ ニ コ ー ル含有素寒天平面 に 表面

殺菌 し た催 病根を 置床 し ， 300Cで 3日 間培 養 し た 後， 培

地上 に伸 長 し た 単一 の菌糸先端部を プ ド ウ 糖加用ジ ャガ

イ モ 煎汁寒天 (P DA) 平面 に 移植 し 分離 し た 。 分 離菌

は P DA 平面上 300C暗黒 下 6 日 間培 養 後 に は白色 の 気中

菌糸を 密生 し ， 培 地表側 に 微小菌核を 多 数形成 し ， 裏 側

は黒色を 呈 し た ( 口絵参照) 。 同分離菌 株 (0 2-1 ， S-l-

2， C- 3) の 生育 は， 30�40oC にお いて良 好で 生育 適温

は 350C付近で あ っ た ( 図- 1) 。

本菌 は P DA 平面 で は黒 い微小菌核 の みを 形成 し ， 胞

子 の 形成 は 認 め ら れ な か っ たが ， WATANAB E  ( 1972) の

方 法 に 準じ て滅菌乾 燥 イ ン ゲ ン茎添加 素 寒 天 平 面 で
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1�2週間 培養し た 結果， こ れ ら 分離菌 株は と も に 子 座

を伴わ ず分生子殻を形成 し た 。 分生子殻を光学顕微鋭 に
より観察 し た 結果， m�球形， I踏褐色で直径 86�234 μm
で あ っ た。 分生子 は 分生子殻内壁上の フィアラ イ ドか ら
内出 芽に より形成 さ れ， 楕円形か ら 倒卵形， .m捕111泡， 1n( 
色， 表面 平 滑 で大 き さ は 15 . 7�30 . 2 x 6 .  6� 12 . 2 μm で

あっ た 。 菌 絞は 亜球形， 黒色， 表面 平滑， 直径 38�121
μm で あ っ た ( 図 ー2， 3 ) 。

2 分離菌株の病原性

分離菌 株の 病 原性 を確 認す る た め ， KEELlNG ( 1 982) 
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図-1 ス イ カbit腐病菌 の 各制度 下 で の 菌糸�1:.Ti (PDA 

平而， 2 nll\J活設)

図-2 Mρh出eoliuo の 磁核と 分生子役

図-3 Mρl/CIseoliua の分生子

お よび SA1'O et al. ( 1 993) に よる 楊校挿入 法 に よる 有 傷
接種を行 っ た ( 匡卜4) 。 す な わ ち ， 滅菌 し た 木製 楊枝先
端部を倒立 さ せ た P DA 平板に 分離 菌 ( 02 - 1 ) を移植
し， 30.C で 7 日 間 培養し， 楊枝に 菌体 お よび微 小菌 核の
着生を確 認し た 後 に ， スイ カ ‘縞王'， キ ュ ウ リ ‘南極 I

号'， ト マ ト ‘桃太郎'， マ ク ワ ウ リ ‘金太郎' お よびインゲ

ンマ メ ‘初み ど り2号' の 茎 部 に l本 ず つ 突 き 刺し た 。 ま

た ， スイ カ をは じ め と す る 9 作物 16 品種 の 茎 部 に も 同

様に接種 し 病 原性を調査 し た 。 そ の 結果， 接種 し た 3 菌
株と も に スイ カ ， キ ュ ウ リ ， マ ク ワ ウ リ お よび イ ンゲ ン

マ メ に 対 し て 病 原性が 認め ら れ， さ ら に ， 台 木の ト ウ ガ

図-4 本病菌 の トウ ガン への 病徴再現 (接種は楊枝桶入

法に よ る )

表 1 ス イ カ j災関病菌 の数種植物 に対す る 病原性

菌株
作物名 (品積)

0 2 -1  

ス イ カ (紛王マ ッ ク スK)

キ ュウ リ (砕l極一号)
マ ク ワウ リ (金太郎)

イ ンゲンマ メ (初みどり 2 号)

ユウ ガオ (相生 フ ァイ ト)

十日}
+

+
+十

(ドン 屯 +

(トッ プガン +

(FR長寿 +

(強力i毛寿 +
(ドンK) + 

トウ ガン (ベ ス トトウ ガン +

( ラ イ オン) + 

エンバク (l'i刈 り エンパク )

(へイ オーツ)

ク ロ タ ラ リ ア ( ネ マ ク リ ー ン) 十
セ ス ノマニ ア (ロ ス ト ア ラ ータ +
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ン ， ユ ウ ガオ お よび セ スノてニア， ク ロ タ ラ リ アに 対 し て
も 病 原性を示し た (表一 1 ) 。 セ スパ ニアお よび ク ロ タ ラ
リ アは 線虫 類 の 対抗 値物 と し て 利 用価値が 高い こ と か
ら ， 本病の発生地帯の 多 く の 圃場 に お い て l愉作作物 と し
て 作 付けが行わ れ て い る 。 一方， エン バク 等 の イ ネ科作

物 に対 し て 病原性 は 認め ら れ な か った 。
3 分離菌株の同定 お よ び病名

本分離菌 は， 分生子殻の構造， iï核形成， 分生子の形
成 条 件 お よ び 生 育 適 温 な ど か ら Macro þho min a

þhωeotin aの 形 態等 に 関 す る 既往の 報 告 ( H oLLl口AY，
1 980 :佐藤ら ， 1 999; Surl'o!\， 1980; WATAN八IlE， 1 972) 

と 観 察 結果 と が ほ ぼ 一 致し た 。 日本 植 物 病名 目 録
(2000) に よる と ， M. þh aseoμη α に よる サツマ イ モ ，
ダイ ズ， イ ン ゲ ン マ メ ， アズ キ ， ザーザーゲ， アノレフ アル フ

ァ， ク ロ ーパ一類， キ ク な ど 革本植物で は す べ て 炭腐病

と 呼ばれて い る 。 し か し ， ウ リ 科植物の被害 は 我が 国で

は 未記録であ り本病 に つ い て も 病 微を適切 に 表 す 病名 と
し て 炭腐病 (英名 : cha rcoa l ro t) と 呼称す る こ と を提
案 し た (藤永ら ， 2002:清水 ら ， 200 1 ) 。 国外 で は チ リ
(APA ULAZA， 1 993) ， アメ リ カ 合衆国 (BI<U TTON a nd W!\NN， 
1 996; BIωI'TON et a l.， 1 997) ， ス ペイ ン (RU ANO， 1 99 1 )  

で スイ カ お よび メ ロ ン の c ha rcoa l rotが記録 さ れ て い

る 。

本菌 は， 糸状菌の一種 で不完全菌類 に属す。 非常に 多
犯性で 280 種以上の植物を犯し (I-IOLLlDilY， 1 980) ， 土壌
伝染 の ほ か に 種子 伝染 も 行う 。 発病 は 30�430Cの 高温
が最 適何f八I'AN AUE， 1 972) で， 菌 糸の生育 適温 と も 一 致

し て い る 。
微小菌 核の ほ か に， 分生子を有 す る 分生子殻を形成す

る が， 通常の 培養方法 で は ほ と ん ど形成 し な い。 土壊中

で の 耐 久体 で あ る 微小菌 核は， 土壌 中で 2�4 年 間は 生
存 し 伝染 源と な る こ と が 知 ら れ て い る (WATANABE，
1 973) 。

皿 防 除 対 策

土壌病害の発生 は ， そ の 多 く が 連作 に 起 因す る 。 土壌

病害が発生す る 前か ら 輪作を導入す る こ と が 最も 有効 な

対 策で あ る 。 本病が多発 し た 圏場 で 何の 対 策も 諦じ な い
で， ス イ カ を栽培す る こと は あ り得な い。 現状で は ス イ
カ 以外の作物 へ品回転換す る か， も し く は 土;壊?商務に よ
って 連作す る 。 現状での 防除対 策メ ニュー は 乏し い が，
以 下に 紹 介す る 。

1 土壌消毒に よ る回避

土壌 消毒は 土壌病害 に 対 し 有効 な 場 合が 多 い。 し か
し ， 対象 と す る 病害や用 い る 薬 剤の 逃い に よっ て 効果 に

一一一 3 

図 -5 土糠 く ん議再11処理機 を捺載し た ス イ カ 専用 の 作

æ.l・ マノレチ被桜機に よ る 作業

大 き な差があ る 。 本病 は 新発生病害であ る た め今 の と こ
ろ登 録薬剤 は な い が， ス イ カ 土壌 病 害 で あ る 「つ る 割
病 」に 対 し て ク ロ lレピ ク リ ン く ん 蒸 剤， ク ロ ル ピ ク リ

ン ・ D- D く ん 剤な ど が 良薬 登 録 さ れ て い る 。 つ る 割病

を防除対象 に し た 土壌 t�j君主の 本病防除効果 に つ い て検討
し た 結果， ク ロ ル ピ ク リ ン く ん蒸剤お よび ク ロ ル ピ ク リ

ン ・ D- D く ん蒸剤 の マ ル チ H庄 内処理に よる 発病 抑制効
果が 認め ら れ た (藤永ら ， 2002 ) 。 長野県 で は， 数年前
に発生 し た 無所、根腐病 に 対 す る 防除 の た め ， 土壌 く ん蒸
剤処理機を構載し た ス イ カ 専用 の 作 畦 ・ マ lレチ 同 時処理

機が産地 に は 導入 さ れ， 本病 も 効率的 に 防除 さ れ て い る

(!�!-5) 。 本処叫方法 は ， 機 械処理の た め 省力 で あ る こ と

と ， 処理後の 土壌か く 枠がな く 病 原菌 の再汚染の 危険が
少 な い 。 ま た ， 全面処理 に 比べ防除効果が高 い こ と が知
ら れ て い る (清水ら ， 1 983 ) 。

し か し ， 本 剤処理に より微生物 由来 の 窒素栄養が発現
し て く る た め ， つ る ぽげ等 に よる 品質低下を起 こ し や す

い た め ， 土壌 消毒をす る |時に は 施肥 や 栽培管理等を考慮

す る 必要があ る 。
2 抵抗性品種に よ る回避

本病に 対し て 簡易 で最 も 効果的 な 防除手段 は ， 抵抗性

I見積の利 用だ と 考 え ら れ る 。 ま た ， Fusa rium 菌 に よる
「つ る 割病 Jに 対 し て は， 抵抗性台 木を利 用 し た 接 木栽
培が有効な防|徐方法 と し て 導入 さ れて い る 。 現 在， 県内
の ス イ カ 栽培で は ， ユ ウ ガオーや ト ウ ガン を台 木と し て 用

い て い る が， 本病に 対 し て は 4官病性であ る た め被害回 避
は 図 れ な い。 し か し ， カ ボ チ ャ台 木の [!Iに は 高い 耐病性

を示す 品積も 認め ら れ て い る (藤永， 未発表) こ と や，
本病に対 し て だ け でな く ， つ る 割病 (近藤， 1 978) や黒
点板腐病 (植松 ら ， 1988) に お い て も 同 様の 報 告 が あ
り， カ ボ チ ャを台木と し て 用い る こ と で複数の土嬢病害
の被害回避が 可能 と jE、わ れ る 。 と こ ろが カ ボ チ ャ台木を
用い た 場 合， 生産 さ れた スイ カ の 糖度や食感 等 の 呆実 品
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質が劣 る た め ， 産地へ速や か に 導入 で き な い こ と が判明

し た (藤永， 未発表) 。 抵抗 性台 木を 利用 し た 防除法 は，

栽培 環境の 改善 な ど複数の技術を 取 り入 れた総 合的 管理

技術を 構築す る た め に 非 常 に意義深い。 今 後， 抵抗 性台

木を 用 い た 防除法の確立 に向 けさ ら に施肥方法や 栽培 方

法 と と も に検討す る 予定であ る 。

3 その他の防除方法

今 回新発生 し た 炭腐 病 に 限 ら ず， ス イ カ に 発生す る 土

壌病害を 防除す る に は輪 作 の 導入 が考え ら れ る 。 し か

し ， 本菌 の蘭 核 は土壌中 で 2�4 年間 は生存 し伝 染源 と

な る こ と が知 ら れ て お り (WATANABE， 1973) ， 短期 間 の

輪 作で は本病の発病回避 は 困難であ る 。 そ の他， 太陽 熱

消毒 につ い て は未検討だが， 長野県 で本病が発生す る 栽

培 体系 は ， ほ とん どが夏季 に収穫 す る 露地栽培 であ り ，

太陽 熱消毒の 導入 は 困難であ る 。 ま た ， 本菌 は極 め て 高

温性菌 で あ る こと か ら ， 防除効果 につ い て も疑 問 が残

る。

本病の発病圃場では特に土壌消毒を徹底 し ， 伝 染源 と

な る菌核 の生存を阻 止す る と と も に ， で き る 限 り 高温条

件下での栽培 を 回避 す る こと が望 ま し し'0

お わ り に

現在 ， 長野県 内 の ス イ カ 産地では 急性萎凋症 状を 伴 う

土壌病害の大多数 は黒点根腐 病が占 め て い る 。 今 回新た

に 炭腐 病の発生が確認さ れた 。 本病原菌 は典 型的 な多犯

性土壌病原菌 で あ る (HOLLIDAY， 1980 ; 佐藤 ら ， 1999 ; 

SUTTON， 1980 ;渡漣 ， 1998) こ と か ら ， 輪 作や休 耕畑 に

作付す る 作物 の 選定 に は 十分 な 注意 が必要 で あ る 。 特

に ， ク ロ タ ラ リ ア な ど の マ メ 科牧草 は ネ コプセ ン チ ュ ウ

類の対抗植 物 (五 味 ・ 千 本木， 1989; 佐野， 1990) と し

て輪 作作物と し て作付 け ら れて い る 。 し か し， 本病原菌

は こ れ ら に病原性 を持つ こ と か ら ， 輪 作作物に利用すれ

ば本病の発生を 助長す る恐 れがあ る 。

本病原菌 は 350C付近を 生育 適温と す る 高 温性菌 で あ

り ， 被 害 は 熱帯や亜 熱 帯 地 域 で 大 き い とさ れ て い る

(HOLLlDAY， 1980 ;渡過 ， 1998) 。 近 年， 長野県 は 夏季最

人事消息

O農林水産省関係(8月6日付)
小宮英稔 氏 (生産局植物防疫課企画班 法令係長) は， 総

務課総括班総括 第二係長へ
坂 本清彦 氏 (農村振興局計 画部資源 課土地資源班 農地保

全係長) は， 生産局植 物防疫課企画班 法令係長へ
尾室義典 氏 (総 務課総括班総括 第二 係長) は， 関東農政

局生産経営 部農産課課長補佐 (土地利用型農業) へ

高気温 は平年値を 上回 る 年が多 く ， 本病の 発生が助長さ

れ る 可能性があ る 。 ま た ， ス イ カ だ け で は な く ， ほ か の

ウ リ 科野菜 で も 本病原菌 によ る 病害 の 発生 が 懸 念さ れ

る 。

本稿で は ， 炭腐 病菌 の病徴や 数種植 物 に対 す る 病原性

な ど の み紹介 し た が， 生態や 有効薬剤 につ い て は不明 な

部分が多 く 残さ れ て い る 。 ま た ， 本病 に 対 し て 登録の あ

る 薬剤 は な い た め ， 早急な農薬登録が必要 であ る 。 さ ら

に， 抵抗 性台 木品種の検索およ び育成や 耕種的 防除法を

含 め た総 合防除法を 確立す る 必要 が あ る 。

な お ， 本研究を 進 め る に あ た り ， ご指導 い た だ い た 独

立行政法人農業生物資源 研究 所の佐藤豊三博士， 神奈川

県環境農政部の小林正伸 氏 に 厚 く お礼 申 し 上 げ る 。
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言ト報
森 本至郎氏 (元 武 田薬品工業 (株) 常務取締 役， 元 農

薬工業会副 会長， 元 当協会理事， 75才) に お か れ ま し
て は， 平成 14 年 8 月 1 日 心不 全 の た め ご 逝 去さ れ ま し
た 。 こ こ に謹ん で ご 冥福を お祈 り い た し ま す。 な お ， 通
夜 ・ 葬儀 は 8 月 3 日 ， 4 日 に執 り 行わ れ ま し た。 自宅住
所 は神戸市灘 区住吉 本町 1 - 1-35， 電話 078-851- 1034
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